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	第3編　第3章　準備段階
QCサークルの導入に当たって、事務局を設置し、社内に多数のサークルを結成し、事務局に登録します。サークルの名称やサークルリーダー、サークルメンバーも登録します。
サークルごとに「活動板」を設置して、ここに活動の計画や活動の現状、成果などを掲示して、皆が見られるような準備が必要になります。
すると、品質管理委員長とか担当役員とか社長とかが、早速にも改善活動を開始するように号令がかかります。この改善活動の開始を「キックオフ」と呼んでいます。しかし、QCサークルが行なうべき最初の仕事は、改善活動でしょうか？  いや、その前に、準備が必要です。
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	しかし、ここでいっている「準備」とは、そういうものを指しているのではありません。
左の図で示すように、日常管理は全ての問題点が顕在化され改善される仕組みが必要です、「たまたま思いついたテーマ」だけに取り組むのでは、日常管理になりません。
これをどうやって確保するのか、その仕組みを構築する必要があります（この続きは、少し、先に再開します）。
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	QCサークルは、日常管理のための活動です。大きな成果を出す必要は全くないが、漏れなく全部のテーマに手を出すことが重要。
大きな成果は、方針管理で出さねばなりません。
QCサークルのテーマは、左表のようにごく身近なもので十分です。「少ない出費で、もっぱら工夫と努力で改善する」という足かせがあり、大きな成果はむしろ例外です。
さらに、QCサークルのテーマや成果は「品質改善」に限らない。何でもいい。それは、なぜか？　日常管理は、品質Ｑ、納期Ｄ、コストＣ、安全Ｓ、環境保護について問題を生じないように管理すること。
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	QCサークルは、小改善の範囲で、どんな問題でも扱わねばなりません。QCサークルの発表大会で、「これこれの理由で、このテーマに取り組みました」と発表するサークルが非常に多いのですが、それは「他のテーマは放置します」ということであって、許されません。
いずれ全部に取り組むのであり、「特定の１個のテーマを選定する」　ということはしないのが日常管理です。ただ、全部を同時に取り組めない場合は優先テーマを選ぶ。例えば、対策が分かっていて決着が早そうなテーマ、一番困っているテーマ、上司から要求されたテーマ等。
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